第 3 宣 

住所録の作ぶと管理 

(巧ち印刷前の準備） 


巧名を登録ずる 

はがきに印刷するための宛名を登録し、往所録として菅理ずることができまず。宛ちに登録できる項 
目は次のとおりでず。 


項目 I 入力例 

最大文字巧 

備考 

お/ち 

坂木/巧郎 

14い含む） 

/の前に巧を.をろにをを入むます。 

読み 

さかさじろラ 

8 

自動的に入力さ ri まず。修正することをで 
さます。 

极称 

様 

2 

最初は r な」び入っています。 

〒娜便き号） 

1已 0-0000 

8 

数字と’-■り V イフン）を入むまず。 

住雨 

東京都お谷区00巧00日日 

14 x 4 

4行まで入 D ます。 

連ち 

/太郎 

14ン含む） 

異なる巧の連をにすることちでさます。 

連をの敬称 

様 

2 

最初は r な」び入っています。 

マーク 


— 

巧をを区別する7種のマークを入れること 
びでさます。 



次の手順で巧ちを登録しまず。 

夕字の入れかたについては、「案2章文字の入力」を養照してください。 


の©で r 巧を G 
巧します。 


ム屋互]を 


© を巧しまず。 

自動的に入った r 読别 
び正しいかどラか確認 
し、必要になじて修正 
してください。登録し 
た巧をは r 読み J ををと 
に、已〇音順にがひ督 
えらむて表示さ〇ま 
す。 


ンが' わ! 

ご齡鄉:: 


/に力ーソルがさっていることを醒認し、 
姓を入れます。 


©を巧し、敬称を入れまず。 

最初は r 様 J び入っています。修正する必要びな 
ければそのまま手順8に進みます。 


CE ) を1回巧し、/のち側に力ーソルを移動 
して、名を入れまず。 


〇を巧し、郵语番号を入れます。 


〇を押しまず。 

郵梗番号を書機能によ 
D 、 自動的に住所び入 
ります。 


ンなけ W 

■/•巧木化 05... 
■*» さかきじろう • • 

■•は. 

» '150-0000 
•• 贼脈な . 
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化要に応じて、住所の続をを入れまず。 

住所び2行な上になる 
とさは、の刷したとさ 
に読みやす<なるよ5 
に、適切な位置で 
を巧して、苗!巧 
して < ださい。 


クが#, , 

•巧木細. 

— »さかきじろう 
•巧. 

* ‘1己 0-0000 

OOBTOOOOI 


改行マーク- 


ここでなのいず〇かのメッセージび表示さ〇た 
とさは.「郵梗番号辞書について」を参照して操 
作して < ださい。 

►► 9己ぺージ 

. ユーヴー辞書の内容を使ラかどラり、お認する 
メッセージ 

• 郵®ま号を巧入力するかどラり、お認するメッ 
セージ 

• 巧しい住所に書さ換えるかどラか確認するメッ 

セージ 

• 複数の住所のいずむかを違巧するよラ促すメッ 
セージ 


11 © 在巧し、連をを人: n まず。 

連名び不要の場合は、巧ち入力しないで (3 ごジ巧 
巧しまず。 

12 在巧し、連をの敬巧在人れまず。 

最初は r 様」び入っています。修正する必要びな 
ければそのまま手順13に進みます。 


13 © 巧巧しまず。 
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必要に応じて (2) CE ) を巧し、 マ— クを還 
びまず。 

マークは宛をを分類するための7種類の目印で、 
最初は「. J になっています。修正する必要びな 
け〇ばそのまま手順 U に進みます。 

r 巧ちにマークをがける」 

►► 8己ぺージ 


15 rwin を巧しまず。 
>どの項目にカーソルび 
あつてちかまいませ 
ん。 



16 CD で r はい」を遇び、 CIS を巧しまず。 
登録び完了したことを I 


示ずメッセージび表示 
さむたあと、ちのよラ 
に表巧さ ri ます。 



]/ 続けて化の巧ちを入力するとをは、 r はい」 
を遇び fWW ) を巧して、手順4か5の操作 
を繰り返してください。 

登録を終えるときは、〇を巧して r しル、 
え」を遇び、 rwin を巧しまず。 

巧をの一篇表示に戻ります。 


は巧の入力について 

•住所び長いとさは適切な位置に改行を入〇ることをお勧めします。住巧は14文字で自動的に改行されま 
す。 r 〜区 I のをやマンションをの前で r な巧 I を巧して巧巧記号を入力すると、バランスよく印刷さ〇ま 
す。 

(例）埼玉県巧巧巿まか田原 ^巧行 
〇了目〇番化^巧巧 
パークヒルスまか田原000 

• r 連ち J に r 姓/名」とは異なる姓を入むるときは、 © を押して/の左測にカーソルを移動させて空白を 
削除してか5、姓を入れてください。なお、「姓/ち J に企業ちなどを入力し、/を削除しているとさ 
は、「連名」にち/び表示されません。 

• 「連を」に巧ち入力せずに宛名を登録ずると、連をの玻称ち何右ない状態にな D ます。 


♦ 「マーク J は巧の7種類です。 （2)(2) を巧すごとに切り換わりまず。 

し A 一 〇一口一 出一受一喪'マーク心ついて►►8〇へー シ 
♦入力中にむ-]を巧ずと、巧ちのプレピュー（印刷イメージ）び表示さむます。 


ちのように巧ちを巧刷したいときは 



若おダンス教室^住巧のホ尾 

み；；ミ 


ジョニー.屋さ様^を前 

; i S 


① 7已ぺージ手順4 • 5で、「巧/ち」の項目に r ジョニー•鶴谷 J と入れます。 



② 7己ぺージ手順10で「住所」の最をの巧に「若祐ダンス巧ま」と入れます。 

:: 

♦ 

一ん-— 



© (2) © CE ) でメニュ—画面か5「巧 
名」を選び， fwin を巧しまず。 

「巧をの登録」に関する 


也运)を巧しまず。 


植認画面び表示さりた 
ときは、右ラー度 
1111 D を押して手順 
2に進んでください。 


知 Wt 

mmsit 

•か ij にち 
.江度曲 
'小川が¬ 
-. 化 g ホ*子 
=木村活ず 
か W *. ち 
•化々木巧•郎 

m 

i [« A * •乐 _ •■ MW 


マークの史巧 
ewm ブ雌 
日 W) フすントク巧 £ 

»«.•, tm _ 


•何を入れないで巧の項目に移動したいとさは、を巧してください。巧をを印刷ずるとさ、巧ち入〇 
なかった項目は空欄にな D まず。 

•前の項目に戻りたいとさは (2) を巧してください。 

•登歸を途中でやめるとさは、を巧してください。 

• r 姓/ち J の/は面面にのみ表ホされ、印刷はさむません。 

• r 巧/を J の/は削除でさます。 r 巧電機」 r 若襯ダンス教室」など，会社をや団体をを入むるとさは/を削 
帯してください。 

• r 若おダンスを室/経理課」のよラに、/をの刷したいとさは、/をを51つス■むてくださ■い。2つ目し又留 
の/び印刷されます。 
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巧名を登録ずる 


宛名を登録ずる 


宛名を登録ずる 


巧名を登録ずる 














































































































階帝)を押します。 


の同で r 巧ちの削除 j を選ぴ、 巧 in を 
巧します。 


® CE ) で削除の対象にずるマークを選 
ぴ、（実行1を巧します。 


件ずつ削除する 


(2) ¢5) Ci !) CE ) でメニュ—画面から「巧 
ち」を涅び、 mn を巧します。 


〇©で削除ずる巧名を還ぴ、を星)を巧 
しまず。 


の风で r 巧をの削除 J を選び、 nnr ) を 
巧しまず。 



のに)で ri 人だけ削除 ■! を選び、 [ ww \ 
を巧しまず。 


つが Pt 

巧 m 巧« 

rihiL rr ホ 


〇 

で ■ がそ 

よろしい Tf か？ 

tt " k * ぶ 

拒々木巧巧 


ので[•はい J を還ぴ、 fWTfl を巧しまず。 
削除び完了したことを示すメッセージび表示さ 
むたあと、宛名の~宾表示に戻ります。 


:? が ' 

#1^る班をのマーク 
を ate でください 

マーク：か 


4 HM»a 


0 。で r はし、」を遇び、 run を巧しまず。 
削除び完了したことを示すメツセージび表示さ 
れたあと、宛をの一 K 表示に房ります。 


巧名を削除する 

登録した巧をを、巧の方法で削除することができまず。 
. 1件ずつ還んで削除ずる 

-特定のマーク(目巨ページ)をがけた宛名だけ削除ずる 
. ずべての宛名を削除ずる 


マークについては、「巧名にマークを付ける」を替照してください。 
►►日己ぺージ 


でメニュ—画面から「巧 
ち J を還び、【実を J を巧しまず。 


@(2)で r マークごとに削除」を選び、 
(実 ； iJ を巧しまず。 



im . な tmm 


巧名を修正ずる 

登録した巧ちを、次の手順で修正することがでさます。 


でメニュ—画面か5「巧 
ち J を還び、 rilD を巧しまず。 


ろで修正ずる宛名を還び、应 D を巧 
しまず。 


©©で r 洒8の修因を選ぴ、 CUE を 
巧します。 


さ項目を修正しまず。 

©©で修正する項目を是び、必要に応じて 
巧容を入れ直してください。 


お正がおねったら r 卖巧1 巧巧しまず。 
どの項目にカーソルび 
あってをかまいませ 


:?が nts— 

■'* 巧木總. 

SA 、 をトク 


〇 

巧したがけけ* 

よろしいて~ 

か、も * vQ 


づぶ. 


ので r はし、」を選び、 run を巧しまず。 
修正び完了したことを示すメッセージび表示さ 
れたあと、巧るの一 R 表ホに房0まず。 


•修正を途中でやめるとさは. diij を巧してください。 

•登録するとさと異な0、 r 姓/を」で乂〇た漢字の読みび r 読み」に反映さむません。手動で修正してくだ 
さい。 

•修圧中に(ルむ]を巧ずと、巧ちのフレビュー（印刷イメージ）び表示さむます。 


船の登録巧客を臓する 

登録した巧ちを、なの手順で確認することびできます。 


1 G )© CD ® でメニュ-画面か sr 巧 
ち」を遇び、 mn を巧します。 


2 で確認ずる巧名を遇び、 CUD を 

巧しまず。 


こ ? 巧#>て 

««が木；細 
■» さかきじろう 

—を 

» 1己 0-0000 

00810000 

•* 城 

••巧 

お、 •• 


〔巧亂怡巧すと、宛をの一篇表示に房 D ます。 
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• r 該当データなし」と表示さむたときは.違んだマークびついている宛をびありません。をち し I を巧して、 
マークを雇び直してください。 
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^^^^る巧的マー 

を31</^<ジさぃ 


•登録したとさ空酒だった項目は表示さむません。また、マークは表示さむません。 

•宛名の登録内容表示からでち r プレビュー J で巧をのフレビューをお認することびでさます。 
• 宛をの登録内容表示中に、を巧すと次(前)の宛名の登録内容び表示さむまず。 


特定のマークを付けた巧名を削除ずる 



巧名を削除ずる 



宛名の登録内容を確認ずる 






























































巧をの名前を入れてお索しまず。 


©¢5)®®でメニュ—画面か5「巧 
ち J を遇び、 「 WIT ) を巧しまず。 


两 1) を押しまず。 


の©で r 雨 S のお尉を選ぴ、 CUE を 
巧します。 



0(2) で r を前で検索」を還び、 fwm を 
押しまず。 


ごち R •« 
Itefrf るを的？ 


み&をで巧巧け'る 
とを{主； L 
入力しでください 


ち前(巧/名)を入れ、 SjU を巧しまず。 

フルネームで巧索する 
ときは、姓とをの間に •[ HBWWi.l 
/を入むてください。•店々木け r 

検索び完了すると、巧 
のよラに表示さ打ま 
す。 


陆 fl し〕 を巧すと，范 S の一宾表示に戻ります。 


5 CD で「はしりを選ぴ、 CIS を巧しまず。 
削除び完了したことを示すメッセージび麦示さ 
りたあと、宛名の 一 K 表示(空瑜に戻りまず。 


でメニュ—画面か5「巧 
名」を遇び、 ( SE を巧しまず。 

画室)を巧しまず。 


©© で r 巧をの削除 J を選び、 dS を 
巧しまず。 


。クで r ずべての巧ちを削除 J を選び、 
CUE を巧しまず。 


巧名を検索する f 

登録した巧ちは己0音順に表示されます。画面に表示されてし、なし、宛をは 0(2) を巧して順次表示さ 
せることびでさまず。 

また、々のちまで巧をを橫索し、登録してある内容を表示させることもできまず。 

-ち前で検索ずる 
-読みでお索ずる 

. マーク（>^86ぺージ)で検索する 


ごが , T 

巧田巧 g 
. jB 小すち 


〇 

■11 しけババの*& 

fHiklcr 

けしいバわ？一 

•けが巧 
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fifM 二:! 


ホべて^^をを賴 


読みで巧索する 


巧ちの読みを入れて検索します。 


® <5)®®でメニュ—画面か5「巧 
名」を遇び、 sm を巧しまず。 

fili ) を巧します。 


の。で r 巧をの検索 j を還び、 mri を 
巧しまず。 


のに巧 r 読みで巧索」を還び、 run を 
巧しまず。 




読みを入れ、 rwTD を巧しまず。 
検索び完了すると、巧 
のよ5に表示されま 
す。 



( MQ を巧すと、宛をの一宾表示に戻 D ます。 


—クでな索ずる 


特定のマークを付けた巧ををお索しまず。 

マークについては、 r 巧をにマークを付ける」をを照してください。 
►► 86ぺージ 


¢3) (2) ( Z ) CE ) でメニュ—画面から「巧 
ち J を選び、 mri を巧しまず。 


〇<2)で r マークで検索」を還び 、 dS 
を押しまず。 



の*'*** 


2 

(TO を巧しまず。 

み 索するマーク？ 

マーク：か 

1 

3 

のに 巧 r 巧名の検尉を選び、 rwin を 
巧します。 

» n*Memt •tm 


兴も1** - 主，- 


im.a #««> 


CD © で検索の対象にするマ-クを遇 I 

び、 cn ^ を巧しまず。 

巧索び完了すると、巧 


のよラに表示さ〇ま 
す。 


ごち? T む： ' 

，扣 fWB 

■•中 H ボ X 


fiiQ を押すと、宛名の一 K 表示に戻ります。 
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名前で巧索する 


すべての巧をを削除ずる 


宛名を検索ずる 


巧名を削除ずる 


























































©©でマークを還び、 fWW ) を巧しま 
ず。 

変更び反映さむます。続けて他の宛をのマーク 
を変更ずるときは、手順5からの操作を繰り返 
してください。 

マークの変更を終了するとさは.质 ici を巧しま 
す。巧ちの一篇表示に戻 D ます。 


4 0 G ろで r マーク別に一巧を星 J を選び、 
m 巧 I を巧しまず。 



ークををちする 


巧ちに付けたマークを、巧のちまで変更することびできます。 
. 1件ずつ還んで変更する 
• マーク別にまとめて変更ずる 


II 件ずつを更ずる 

I でメニュー画面か5「巧 

ち」を還び、 I 実行 ] を巧します。 


怕杨を巧します。 


で r マークの変更」を還び 、 (iriD 
を巧しまず。 


0(5) で ri 人ずつのを更 J を選び、 
I 実な1 を巧します。 

V が. k 打 
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参マーク別にまとめて変更ずる 

巧ちに付けた特定のマークを、一括して他の 
7—クに変更します。 

1でメニュー画面か百 r 巧 
を J を選ぴ、 rwwi を巧しまず。 

0 階 ii ) を巧しまず。 


©©でをま前のマークを選びまず。 


©を巧してか5、(3；)©を巧して変更 
後のマークを還びます。 

- j * も'. - n » 

マークを一巧じを巧 
します 

巧お的：巧 
巧な：か 


I 実行 I を巧しまず。 

巧をの一篇表示に戻ります。 
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巧をにマークを付ける 

登録した宛をに7種類のマーク对寸けることができます。巧をを^ずるとき、特に週まなければ「-」 
び巧け6れまず。 

マークは宛名のグループを分ける目印として機能しまず。また、特定のマークを付けた巧ちだけ印刷 
しないよ5に設定することちでさまず。 

マークは次の7種類でず。 


(3)©でマークを変更ずる巧ちを選ぴ、 
GD( をま)を押しまず。 


00で r マークの変更」を還び 、 dS 
を巧します。 


登録している巧名の件数を確認ずる 


住所録にどのくらレ巧ちが登録されているのか、また、メモ U — の使用量を確認できます。 


®©® CE ) でメニユ—画面から「巧 
ち」を還び、 run を巧しまず。 


3 


怕面を巧しまず。 


< S ) © で r 登録件数の確認」を選ぴ、 
miD を巧しまず。 

宛名の登録件数と、住 
巧録巧のメモリーの使 
用■び表をさ ri まず。 



帕3し〕 を巧すと、宛名の一篇表示に房りまず。 


•宛をはの460件登録でさます。登録してある巧容によって件数は異なります。 

•差出人の表示中に巧お）を巧ずと表示さ n るメニューからも,「登錶件数の確認」を行ラことびでさまず。 


舶面に印刷ずる文きの tm フォント)を変更ずる 


巧を面の r 印刷書体(フォント)」を変更することがでさます。 

ああ ああ 


¢2) (2) ( Z ) CE ) でメニュ—画面か6「巧 
を J を選び、 mri を巧しまず。 

階 i ) を押します。 


©©で r 印刷フォントのをま」を還ぴ、 
I 実行 I を巧しまず。 

3, s . n « i ，，； , 

曲 ft フォントを iasg 
してください 

フォント： f « 拥 




のので書体(フォント）を選び 、 rwin 
を巧しまず。 

手順2で I 巧能）を巧す前の表ちに戻ります。 


•差出人の表示中に喧鱼)を巧すと表示さむるメニューか5ち、「印刷フォントの変更」を行ラことびでさ 
ます。 


如 ft - n ? 
ttU - なみのマークを 
巧6してください 

マー ク： 
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- A 〇 

一股的な分類に巧います。たとえば、-を巧けたグループは会社の同僚、〇は友人、 

A は親戚、などの巧い分けびでさます。 

□ 

印刷しない巧をに付けます。0のついた巧るは、設定にかかわ5ず印刷されません。 

地）馈）煙） 

年賀げなどのやりと D のげ況や喪中の人を記録するために®います。 


巧名にマ—クを付ける 


宛名にマ—クを付ける 


登録している宛名のを確認ずる 


宛名面に印刷する文字の書体(フォント)を変更する 























































9 © を巧し、電話ま号を入れます。 

in <5)を押し、連を 1 を入れまず。お藍に応じ 
V て同じ操作を繰り返し、連ち3まで入れ6れ 
まず。 

連をを入むる化要びないとさは、そのまま 
手順11に進みます。 

" ss を巧しまず。 

どの頂目にカーソルびあってちかまいません。 

12 CD で「はい J を遇び、 CIS を巧します。 

登録び完了したことを- 

示すメッセージび表示 
さ n たあと、ちのよラ 
に表示されまず。 



田姉を表示へ)を押すと巧ちの一賣表示に房 D 
ます。 


是出人の登録内容を巧認する 


登録した害出人を、次の手順で確認することができます。 

1 @©(^0 でメニュー画面か sr 巧 
名 J を還び、（実を J を巧しまず。 


EK 差出人表示へ)を巧しまず。 

差出人の登綠内容び表 
示されます。 


:/I 陆 !' マ巧ド 

職巧 a 

» 1 66-0000 


EK 巧を表示へ)を巧すと、宛名の表示に房りま 
す。 


差出人を登録する 

を所録には、はがきの巧ち面に印刷ずる差出人を1人、登録することができまず。 
はびさの文面に印!刷する差出人は、これとは別に己人分登録で定ます。 

►► 136ぺージ 

登録できる項目は巧のとおりです。 


頃目 

入力例 

最大で雜 

摘き 

姓/を 

坪井/朝雄 

14ン含む） 

/の前に姓を、をろにちを入むます。 

〒娜便き号） 

16已-0000 

8 

数字と’-’(八イフン)を入れます。 

住雨 

東京郡杉並区00町0000 

14 x 3 

3行まで入ります。 

電話 

03-0123-45 己7 

14 

巧字が列の文宇を入ります。 

連を1 

/千佳 

14ン含む） 

異なる巧の連をにすることもでさまず。 

連を己 

/ 

14い含む） 

異なる巧の連をにすることもでさまず。 

連を3 

/ 

14ン含む） 

異なるな生の連をにすることちでさまず。 



々の手順で差出人を登録します。 

文字の入れかたについては、「第2章夕宇の入力」を養照してください。 


©©© ci ) でメニュ—画面か5「巧 
名」を遇び、を巧しまず。 

「巧をの登録」に関する 


[2J 


CD ( 塞出人表示へ)を巧しまず。 


植認画面び表示さりた 
ときは、をラー度 
厂実行1 を巧して手順 
2に進んで < ださい。 


巧ち , 7 ， 

妍 RMn » 

- mij im 

■ iT » .曲 
小川 

: JMff ホ巧子 
»木け m - 
因' I 冉典巧 
•化々木巧-巧 

»細が 



で r はい J を還び、 cpiin を巧します。 


/に力ーソルげ合っていることを確認し、 
巧を入れます。 

CE ) を1回巧し、/のち側に力ーソルを移動 
して、名を入れまず。 

©を巧し、郵便番号を入れます。 


♦ザ#巧な... 

• 1 66 — 0000 

» - 


©を巧しまず。 

醒硬ま号舌辛書儀能によ 
0. 自動的に住所び入 
0まず。 

ここでなのメッセージ 
などび表示されたとさ 
は.「郵使番号辞書に 
ついて」を参照して揉 
作してください。 

►► 9己ぺージ 

• ユーヴー醉書の巧容を使ラかどラか確認する 
メッセージ 

• 郵使ま号を再入力するかどラか確認するメッ 
セージ 

• おしい住所に書き換えるかどうウ懼認するメッ 
セ ー ジ 

• 覆数の住所のいずれかを選択するよラ f 足すメッ 
セージ 


^IfflTTtP 


必要に応じて、住所の続きを入れます。 

住所び2行政上になる 
とさは、印刷したとさ 
に読みやすくなるよラ 
に、適切な位置で 
を巧して、改行 
してください。 


Me ザ井胡泣-- 
1 166—0000 
I •巧財生区囲 
■: CfllOOOOi 


•W - 
Mt - 

•n ■ 


•項目に巧ち入れないで巧の項目に移動したいとさは. （5) を押してください。差出人を印刷ずるとさ、 
何を入〇なかったお目は空桶にな D ます。 

•前の項目に戻りたいとさは (3 を巧してください。 

•登録を途中でやめるとさは.@を押してください。 

• r 姓/さ J のノは画面にのみ表巧さむ、印刷はさむません。 

• r 巧/を J の/は削除でさます。 r 巧電機」 r 若紙ダンス教室」など，会社をや団体をを入れるとさは/を削 
除してください。 

• r 若游ダンス教室/経巧課」のよラに、/をの刷したいとさは、/ををラ1つ入れてください。2つ目な留 
の/び印刷さ〇ます。 

• r 住所 J を入力するとさ、適切な位置で I 巧す)を巧してが巧記号を入れると、扣刷したとさ読みやすくな 
D まず。 

• r 連る j に r 姓/を」とは異なる巧を入れるとさは.を巧して/の左側にカーソルを移動させて空白を 
削除してから，姓を入れてください。なお、「姓/ち」に企業をなどを入力し、/を削除しているとさ 
は、「連を」にち/び表巧されません。 

•入力中に【兀む]を巧ずと、差出人のプレビュー(扣刷イメージ)び表をさむます。 
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♦登想したとさ空欄だった項目は表示さ打ません。 

♦差出人の登绩内容表示からでち r プレビュー」で差出人のプレビューを確認することびでさます。 
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差出人を登録する 


差出人の登録內容を確認する 


差出人を登録ずる 


差出人を登録ずる 























































































差出人を修正する 

登録した差出人を、なの手順で修正することびできます。 


(2) (5) ( Z ) CE ) でメニュ—画面か5「巧 
ち」を選び、 mn を巧しまず。 


じ_)(差出人表示へ)を押しまず。 
应 D を巧しまず。 


各項目を修正しまず。 

(5)(5) で修圧ずる項目を遲び、お藍にな;じて 
巧容を入む直してください。 

修正び路わった s fwin を巧しまず。 

どの頂目にカーソルび 
あつてちかまいませ 


お*:巧 

•rrnm 巧 a . 

— i _ e ド' りり 


巧 Wifi, じ ■•■K 

よ4しいで♦ホ？ ~ 

。"的 


O © で惜出人の修因を還び 、 fwm 
を巧しまず。 


© で r はしリを選び、 SiD を押しまず。 

修圧び完了したことを I の*.;'怖だ 
示すメッセージび表示 ••ホザ井巧 u 
されたあと、修正さ: n 1 16 6-0 
た差出人の登録内容び 
表示されまず。 


0000 
觀航さ*这 OC 
々シオ コーポ10 

03—0123- 
すイ重 


己]巧5を表示へ)を巧すと、宛るの表示に戻0ま 
す。 
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是出人を削除ずる 

登録した害出人を、次の手順で削除することがでさます。 


1でメニュー画面から「巧 
を J を遇び、 rwiri を巧しまず。 

2 丘](差出人表をへ)を巧しまず。 

3应 D を巧しまず。 



曰 Jig フォントの杏史 




4 @<5)で「差出人の削除」を遇び、〔重 S 

を押しまず。 



ちので r はし、」を遇び、 ( SE を巧しまず。 
削帯び完了したことを示すメッセージび表示さ 
れたあと、巧をの表示に房 D ます。 


郵便番号辞書について 

本機では、宛をや差出人を登録ずるとき、郵语ま号に巧応した柱所が自動的に呼び出されまず。これ 
を郵便番号辞書機能と呼びます。 


ソゎ‘ tn 

i 中山 W ... 
438-0061 


ン世!！ け t 

中山 巧-- 
* 438-0062 

••巧贿[肺 Hid 


※本機の郵便番号辟書は、平成1已年3月吕1日，郵政事業斤(現日本が政公社)発表のデータに華拠してい 
ます。 

※京都府の住所は、 r 通0る」を除いた形式で入力されます。 


住所を入れるとをメッセージが表示されたら、 LU 下の内容にしたびって操作して<ださい。 

郵拒番号を再入力ずるかどラか確記ずるメッセージが表示されたとをは 

入 nr こ郵便番号に該当する住所び巧書に登録されていないとさは、再入力するかどラか確認ずるメッセー 
ジび表示さ〇ます。 



※郵®番号び r フ巧」で入力されていないとさを同じメッセージび表示されます。 
00で再入力するかどラか還び、 I ま行 I を巧します。 

再入力しないとさは手動で住所を入れる化態にな D まず。 


巧しいは巧に書を巧えるかど5かち誘ずるメッセージび表示されたとをは 

すでに住所び入力さむている状態で郵硬ま号を入力したことで.そむに巧応した住所び呼び出さむたとさ 
は.呼び出された住所に書き換えるかどうかお認するメッセージび表示さ n ます。 

© CE ) で書を換えるかど5か崖び、 run を巧します。 

中山 W . 


ザ frc 人りされて 

‘―パ. * い•が c 

すか r 

一•口' - frt 巧 


拒巧の住所のいずれかを還巧ずるよラほずメッセージび表示されたとをは 

同じ醒语ま号に巧し複数の住所び登绩されているとさは、候補び化んでき示さむます。 

じ。©を巧して住所を還び、 I ま行 i を巧しまず。 



ユーザー巧書の内容を巧うかど5かお認ずるメッセージびま示されたとまは 

ユーげ一辞書に該当する郵をを号と住巧び登嵐されていたとさは、そのの容を使ラかどラか確認ずるゾッ 
セージび表示されまず。 （►► 1巳9ページ） 

®© を巧してユーヴー辞書の内容を使ラかどうか逞おし. (HID を巧します。 
r はい」を遲んだとをは 

ユーヴー S を書に登録さむている住所び入 D まず。 

複数の住所び登録されているとさは、慎捕びがんで表おさ〇まず。 <3(5) で住 
巧を遇び、 n ~ 巧1 を巧します。 
r いいえ J を遅んだときは 
郵®番号辞書の稼旨目び巧われます。 



rti た ィニユ ー. 

mmmm 

•を‘!1け糊除 
.が折が)«巧 
目 M フォントブ)定史 


im.»t »が 



•修正を途中でやめるとさは、 IMlJ を巧して<ださい。 

.修正中にじピ d を押すと、差出人のプレビュー（印刷イメージ)び表示さ打ます。 



差出人を削除ずる 

























































































































印刷するまでの流れ 

ここでは、ほ巧録を作って巧を面を印刷ずるまでの作業の流れを紹介しまず。 

〔住所録を作る （►►74ぺージ ）) 

▼ •宛名を登録ずる 
•差出人を登録ずる 

〔 EP 刷ずる巧まを選ぶ （►► 102~10巨ぺージ ）) 

▼ -宛をを印刷ずる/しない -どの宛名を印刷ずるか 

•差出人を印刷ずる/しない 


刷のを件を設定する 


圆前に画面で印刷結果を確認ずるヴレビ：1-) 

次の操作をしているとき、をむ-1を巧ずと、印刷結果のイメージを画面で確認できまず。 

-住所録の宛名の一費を表ちしているとさ 
• 宛名の内容を表示しているとさ 
-巧名を登録しているとさ 
■ 差出人の內容を表ちしているとさ 
-差出人を登録しているとき 

これをプレビュー機能と呼びまず。 

1 (53 を巧します。 

印刷結果のイメージび表示されます。 


ム 〇を巧ずごとに、縦横の表示が切り換 
わ0ます。 


•部数を指定する 

•用紙のサイスは、はびをのみ 

•フォーマツト(縦書き/横書を)を指定する 


A 


み 


•書体(フォント）を指定する 

み 一め一 

ち S ゴシック 

•印刷の濃度 （1 ;薄い〜巳：濃い)を指定する。 


お 


を 


EP 刷ずる 


その化の設を 



プレビユー表示中に操巧でをるボタン 

•縦書さフォーマットのとさ、印刷ずる数宇を算用数字にするか漢数字にずるかを這巧する。（►>107ページ） 



. 1フ’ リンり： 印刷する。 （►► 1〇吕ぺージ、手順2 ) 

-郵语番号の印刷位置を調整する。 （►► 108ページ） 



• (1の：プレピュー前の表おに戻る。 

• 住所の印刷位置を調豊する。110ページ） 



• 0こ)©:前またはなの宛をのプレビューを表示する。（差出人のプレビューでは無効） 



郵便ま号辞書を巧うとを、都道府県を省巧するには 


巧ち•差出人の登録時に、都道商県を省略するかどラか選ぶことびでをまず。なお、この設定はユー 
ザー辞書の®语ま号には反映されません。 

省略しない：19扫-日03白一東を都青梅市巧辺町 
省略ずる：1 98-0036 一青梅市巧辺町 


G )<5)( DCE ) でメニュ-画面か5「設 
定」を選び， ( EE を巧しまず。 

©©で r 都道府県の省略」を選ぴ、 
I 実行 I を巧します。 

な口 t 

揭巧巧けがか)入むで 
ffii® ななを巧巧して 
入むしますか？ 

巧巧する 

* ューザーなかぶ巧 
げが&でをがん 

*が _ 


の©で r 省略ずる J または惜略しなし、」 
を選びまず。 


I ま行 I を巧しまず。 

設定び完了し、メニューに戻ります。 


• r 省略する」に設定さ〇ていてち、郵梗ま号か5呼び出された住所の候捕び複数あるとさの還巧画面では 
都道府県び表示されます。ただし、住所を遲んだあとは郡道府県び省略さ〇ます。 


第 4 章 

巧名面を EP 刷する 


印刷前に画面で印刷結果を確認する(プレビュ I ) 


印刷ずるまでの流れ 





















































巧名の轟囲を指定して印刷する 


住所録に登録した巧名は、その読みによって己 D 音順に並べて記録されます。巧ちの範囲を指定して、 
複数の巧巧を印刷することびできます。 


始（だれか 5?) 


終（だれまで？） 


相川/憧一 
閉 M 巧 a 

内田/這を 
慢本/文子 
際 ’ WRIFI 
柿巧/お子 


一 この範囲び連続して印刷されます 


印刷の前に必ず「印刷するとさの注意事ち」をお読み<ださい。 
►► 29 ぺージ 


I プリント) を巧しまず。 


©©で「範囲」を還び、 CD ® で「指定 
ずる」を還びまず。 


0© で r 始 J を選ぴ、 (2) を巧しまず。 


ご fr * r «* M 

巧田^ 

rf モ 


〇 

frntfnt い MW: 

(•パ 


唯々木巧*® 


©©で r 巧ち」を選ぴ、 （ DG ) で「印刷 
ずる J を還びまず。 

宛をとともに差出人を印刷ずるとさは、同様の 
操作で r 差出人]を還んで r 印刷する J を違びます。 


mn を巧しまず。 


103 


©©で、印刷を始める巧をを選びまず。 13 CUE ) を巧しまず。 


山 ( r 胤ミ夫定)を巧しまず。 


ン r，M 

日蝴けが说 
が'，：巧か f る 
抱巧：おじナる 

牺； ！!«■&> 

巧：相出が8 
W :錠しない 

军出レ晰ホる 


Q 00で r 終 J を選ぴ、©を巧しまず。 
10 CSD を巧します。 

11 0© で、印刷をおえる巧名を選ぴまず。 
12 CDtrsiJ ミ央定)を巧しまず。 



14 0© で設定する項目を選び、(ろ©で 
内容を指定しまず。 

►►100ぺージ 

15 I で」 ソト) を巧しまず。 

巧紙の巧入ち向を確認して < ださし、。 


16 


が, 


"gWmr J 

日脚けもかち 
:町巧する 
巧脚：括 V ピする 
枯；汀ぶ •が 

持：妍 8 H 0 SI !* 

W :錠しなぃ 

さ化い脚する 


はびををセツトし J ミ巧巧 巧しまず。 
印刷び始ま D ます。印刷びおわると、巧をの一 
g 表示に戻ります。 

「はびさのセット」 

►►28ぺージ 


•手順7や手順11でを竺）を押し、宛名の検索機能を使5ことちでさます。検索については r 巧をを検索 
する J (►>83ページ）を参照してください。 


巧ちを1件だけ還んで EP 刷ずる 

宛をを1件だけ還んで印刷するとさは、手順7の印刷を始める宛をと手順11の印刷をおえる宛をの項目 
で、同じ巧をを還びます。 


特定のマークの付いた巧をを巧刷する 


巧ちは、マークを付けて住所録に登録されていまず。特定のマークび付けられた巧をだけげ刷するこ 
とがでさまず。（マークについては S 己ページ参照） 

印刷の前にがず r 印刷するとさのを意事項」をお読み<ださい。 

►► 29ぺージ 


G ) © でメニュ—画面かち「巧 

名 J を還び、 cm ] を巧しまず。 


(2) を巧しまず。 

マークの一套のも側に►ウ蒂示さります。 


I ブリント) を巧します。 


，け、 , 1 * 

日脚りでぶ i 

がを：扣巧10 
娜：搞ピしろ 


W :巧をしない 
モ‘‘れ：印田する 


© を巧しまず。 


プーク助か在ぶ 

A ： 巧がザる 
則なする 
讲 PH •る 
印冉する 
日 W ) しない 
田：，’:.- .1 ’ ’ ぃ 

mn.t i^amt 


© G ) で r 巧ち J を選び、 CiXE > rr 印刷 
ずる J を選びまず。 

巧をとともに差出人を印刷するときは、同じ操 
作で r 差出を違んで r 印刷する J を選びます。 


0© でマークを選び、© (2) でそれぞ 
れ EP 刷するかど5か指定しまず。 

マークが H になっているちのは、「扣刷す 
る」を還ぶことびでをません。 


©©で r マーク J を還ぴ、 © CE ) で r 指 
定ずる J を還ぴまず。 


8 


CUD を巧します。 
r 印吊りずる」に指定した 
マーク（び巧いている 
データ）だけび表示さ 
れまず。 



nr 山にち 
江度切 
、小川を一 
.化なホ突子 
f 木村巧子 
□構*巧 
巧木；巧31 
•法ヴ木巧-巧 


1でメニュ-画面か sr 巧 
を I を還び、 ruT ] を巧します。 


ずべての巧名を印刷ずる 

gro . 即刷の前にがず r 印刷するときの注意事項 J をお読み<ださい。 
►► 2白ぺージ 


CS ) CD でメニュ—画面から「巧 

を I を選び， mn を巧しまず。 

民品)を巧しまず。 


run を巧しまず。 



〇 © で「宛を」を遇び、で「印刷 
ずる J を選びます。 

巧ちととちに差出人ち印刷するとさは、同様の 
揉作で「差出人」を遲んで r の刷する J を這びま 
す。 

@@とを巧して， r 範囲 J およぴ 
r マーク J を r 指定しなしりに設定します。 


巧れ 
巧が f じ 
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•卜妨がけ:き、けど 
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©©で設定する項目を選び、(ろ©で 
巧容を指定しまず。 

►►100ぺージ 

ずべての設定が路ね つたら 、 [3 ■リント j を巧し 
ます。 

巧おの巧入ち向を確認 
して<ださい 


m 化定 


巧!巧が;,. 

助 

rwn 
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はびををセットし J ま巧1 を巧しまず。 
印刷び始まります。印刷びお〇ると、巧をの一 
K 表示に戻ります。 

「はびさのセット」 

►► 28ぺージ 


•巧をの巧容び表示さむた巧態か5印刷することちでさまず。 r ブリット) を押して、手順3しソ茵の操作を行つ 
てください。 

.マークび□になっているちのは，印刷されません。 


差出人だけ巧耐ずる 

手順3で巧をを r 印刷しない」に> 差出人を r 印刷ずる J に設定すると、差出人だけ印刷さむます。 


ン W 

日脚り'た。よ.し 

がる ■■mam*- 

脚!!：おぶしない 


■H :巧ちしない 
苗 b レな筑する 

mn.*t ♦MTM _ 


巧名の範囲を指定して印刷ずる 


特定のマ—クの付いた巧名を印刷ずる 


ずべての宛名を印刷ずる 


宛名の範囲を指定して印刷ずる 




























































3 0© で r 巧名の郵语番号を印刷」を選 5位置の調整びおわ つたら、 rwi を巧しま 

び、。ツ CD で r する J 巧涅ぴます。 ず。 

設定び完了し、メニューに戻ります。 

4 ^)(2) で r 上下方向 J または r 左ち方向 J を 

選び、で位置を調整します。 

値1につさ、お 0.17 mm 印刷位置び移動しま 
す。 


f 実巧1を巧しまず。 
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10 0© で設定ずる頂巨を還ぴ、 （ DG > で 
V 内容を指定します。 

►►1曰日ぺージ 

11 匹3を巧しまず。 

用紙の拝入ち向をお認してください。 

\ L はがきをセットし、 rw ~] を巧しまず。 
印刷び始ま D ます。印刷び蔭わると.巧を①一 
度表示に戻 D まず。 

「はびさのセット」 

►► 吕8ぺージ 


郵便番号の巧刷位置を調整ずる 


本機は官製はびきにバランスよく印刷できるよう設定されています。市販のポストカードなどに印刷 
ずるとき、郵便番号の印刷位置を調整ずることびできます。 

なお、私製はがきなど、郵梗番号枠の位置が官製はが走と善しく異なるときは、郵梗番号を印刷しな 
いよラに設定ずることちでさまず。 


郵便番号の位置調整はむ下のように設定します。 

上下ち向 

回回回-回回回回 


左ちち向 


田田回-回回回面 




《巧期値は上記のでまになっていま 
ず。 


. この設定は、洒 S 面の巧名に反峽されます。宛名面の差出人および文面の差出人には反映されません。 
-設定をは、おず、プレビュー表おまたは試し印刷を巧って印刷結果を確認の上、印刷してください。 


©<5)® CE > でメニュー画面か5「設 
定 I を選び、 run を巧しまず。 


©©を巧して r 郵语ま号位置の設定 J を 
選ぴ、 run を巧します。 


«ち》度ホけなを¬ 


がかが任* 号を巧*! 

mm *^ 

目 «UHB - 

I .下み向： i •.へ5 0 
屯わか4 :か、5 0 


K 書き印刷のとき、漢数字と算用数字を切り替える 


巧ちを縦書さで印刷するとを、住所の数字は自動的に漢数字(- 
用数字（1、2、3など)で印刷ずることがでをます。 


云など)になりまず。これを算 


この設定は、巧を面の巧をと差出人の住巧に反映されます。文面の差出人には反映ごれまだん。 

1でメニュ-画面から「設 
定 I を還び、 rwin を巧しまず。 


0© で r 漢数字設定 J を選ぴ、〔至互]を 
巧します。 


が试 

な3き日拍かとき 
ホぶのねすを式れすじ 
• ますか？ 


しない<»け j かむ 




©©で r ずる诘数字りまたは r しない 
(算用数字)」を還び、 S ® を押します。 
設定び完了し、メニューに房ります。 


買つたとをのげ巧に戻すには 

工場出巧巧態では、ずべての値び 50 です。手順4ですベての値を已〇にしてください。 

108 109 


郵便番号の印刷位置を調整ずる 


特定のマ—クの付いた宛名を印刷ずる 


郵巧を号の印刷位置を調壁ずる 


縦書き印刷のとき、漢数字と算用数字を切り曽える 





































住所の印刷位置を調整する 


住所は最大4行で印刷されまず。各行の位置を調整することがでさます。 

この設定は、巧を面の宛ると差出人の住巧に反映ごれます。夕書面の差出人には反映されまはん。 


参縦書さのとさ 


>横書きのとを 
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00でメニュー画面か sr 設 
定 I を遇び， 「 win を巧しまず。 

©©で r を巧位置の設定」を選ぴ、 
ruD を巧しまず。 


<拥に; 


か 燃- 


i 巧目：__ 

2巧目：ド(も)巧せ 
3巧日：上(を)•冉せ 
•4 巧目：上ほ用せ 

*船•を ih ,、 と t 
-むサ 


©© で設定ずる巧を還び、 ® © でそ 
れぞれ「下(ち)寄だ J または r 上(を)害せ」を 
還びまず。 

( EE を巧しまず。 

設定び完了し、メニューに戻 D ます。 


住所の印刷位置を調壁ずる 





















